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１．ガイドラインの背景となる状況の整理
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ガイドライン作成の背景（第1回検討会資料4 4.1の再掲）
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• クルーズ業界を取り巻く環境の変化を踏まえ、これからのクルーズ受け入れ環境のあり方につい
て、以下のような視点で検討を行い、ガイドラインに反映を行う。

①クルーズ需要の増加
受入可能な港湾数、供給の不足

旅客世代の多様化

②船舶の大型化
各港における既存の受入環境の規模不足

③オーバーツーリズムの発生
クルーズ寄港による寄港地の疲弊

④環境配慮型への切り替わり（GX）・SDGｓ
陸上給電や燃料補給施設の有無により

寄港地候補から除外、持続可能性

⑤AIテクノロジーの進展（DX）
国際競争力の低下

労働力不足への対応の遅れ

クルーズ業界を取り巻く環境の変化

環境の変化を踏まえたうえで、クルーズ旅客の
利便性や安全性の向上に資するガイドラインの策定を目指す。



ガイドラインを取りまとめる際に考慮すべき事項
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■海外※と国内のクルーズ業界を取り巻く環境の変化を踏まえた考慮すべき事項

①クルーズ需要の増加
海外：クルーズキャパシティ、乗客数の増加見込

国内：クルーズ再開により需要が徐々に回復、日本寄港の多い中国発着クルーズの運航再開
ニーズの多様化により新たな寄港地の発生

②船舶の大型化
海外：今後数年で20万トン超えの新造船が予定が多数あり
国内：日本へ過去最大の17万トン級が寄港

③オーバーツーリズムの発生
海外：1日あたりの隻数の受け入れ制限、受け入れ場所の制限の実施
国内：陸上の二次輸送（バス・タクシーなど）不足、海洋周辺のコンテンツ不足

④SDGｓへの対応
海外：陸上給電の港の増加、環境配慮型の船舶の増加、環境への影響を考慮する乗客の増加
国内：日本船社のLNG船の投入、CNPの推進

⑤DXの推進
海外：次世代高速Wi-Fiサービスの船舶への導入、様々な自動化技術の導入
国内：船上の通信環境の改善、生産性向上、手続きの電子化
※世界的な変化や世界的な変化を踏まえた海外船社の取組、諸国の取組

• ガイドラインの取りまとめにあたって考慮すべき、国内外のクルーズ業界を取り巻く環境の変化
として、以下の５項目（需要増、大型化、オーバーツーリズム、SDGｓ、ＤＸ）を挙げる。
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①．クルーズ需要の増加
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①．１ 世界のクルーズ船の輸送キャパシティ（供給サイド）

6出典：”State of the Cruise Industry Report” May 2024, CLIA

• 世界のクルーズ船の輸送キャパシティ（供給サイド）、新型コロナウイルスの感染が拡大していた
期間を含めて、継続して増加している。2024年以降も増加する見通しである。

クルーズ定員予測



①．２ 世界のクルーズ人口（需要サイド）

7出典：”State of the Cruise Industry Report” May 2024, CLIA

• 世界のクルーズ人口（需要サイド）は、すでにコロナ前の水準を超えている。2023年の世界のク
ルーズ人口は3,170万人となり、コロナ前の2019年に比べて107%の水準になっている。

• 地域別には、北米が+17.5%と大幅増加に対して、アジアは▲37.7%と回復が遅れている。

世界のクルーズ人口の実績と将来予測



①．３ クルーズに乗船し始めた若年層
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出典：”State of the Cruise Industry Report” May 2024, CLIA

• クルーズ旅客の若年化が進んでいる。40歳未満のミレニアル世代とＺ世代が36%を占めている。
• いずれの世代もリピート率が高いことから、今後のクルーズ観光を支える層となると可能性がある。

過去２年間にクルーズを利用したことがあるクルーズ旅客者

クルーズ旅行者の平均年齢層

・Ｚ世代：1990年代中盤～2010年序盤に生まれた世代（10代～20代前半頃）

・ミレニアル世代：1980年代～1990年代中盤頃に生まれた世代（20代後半～40代前半）

・Ｘ世代：1960年代中盤～1970年終盤頃に生まれた世代（40代前半～50代後半）

・ベビーブーマー世代：1940年代終盤～1960年序盤（50代後半～70代半ば）

・伝統主義者世代：1928～（70代後半以降）

参考：野村総合研究所：https://www.nri.com/jp/knowledge/glossary/lst/alphabet/generation_z

再びクルーズを利用する予定の
クルーズ旅行者の割合

伝統主義者世代
ベビーブーマー

世代 Ｘ世代 ミレニアル世代 Ｚ世代

出典：2018 Global Passenger Report, CLIA

2023 Global Market Report, CLIA

2016

2023

40歳未満：34%

40歳未満：36%



①．４ クルーズ需要の発生地域と目的地の変化
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• クルーズ需要の発生地域は、北米が最も多く約1,700万人となり、2019年比で+19%増となった。一
方で、中国のクルーズ需要は2019年の190万人から-92%減の約15万人と大幅減である。

• クルーズの目的地（デスティネーション）は、カリブ海が最も多く約1,300万人となり、2019年比で
+7.3%となった。一方で、アジア（中国含む）は-35.6%減と回復が遅れている。

出典：”State of the Cruise Industry Report” May 2024, CLIA

クルーズ需要の発生地域のコロナ前後の比較 クルーズの目的地（ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝ）のコロナ前後の比較

北米

ドイツ

イギリス

中国

オーストラリア

カナダ

イタリア

ブラジル

スペイン

フランス

カリブ海／バハマ
／バミューダ

地中海

アジア＋中国

中東除くヨーロッパ

アラスカ

北米西海岸／メキシコ
／カリフォルニア／太平洋岸

南米／パナマ諸島

アフリカ／中東

太平洋横断

オーストラリア／ニュージーランド
／太平洋地域



【参考】 新たな寄港地の開拓を進めるクルーズ船社（南米市場）
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MSCクルーズ、ブラジルで記録破りのシーズンを達成

MSCクルーズは、2023～2024年のシーズンにブラジルでの航海で67万人
以上のゲストを迎え、目覚ましい成功を収めたと発表した。
ブラジル海域ではパラナグアから初出航したほか、他のMSCクルーズで

はベレン、マナウス、アルテル・ド・チョンに初寄港するなど、ユニークな目的
地を盛り込んだ。
https://www.cruisehive.com/msc-cruises-achieves-record-breaking-season-in-brazil/127558

ホーランド・アメリカ船がアルゼンチンの記録的なクルーズシーズンを開始

2023/24年のクルーズシーズンに700回以上の寄港で75万8,000人以上の

乗客がブエノスアイレス、プエルトマドリン、ウシュアイアを訪れるという記録
的なシーズンになると予測。
https://www.cruisehive.com/msc-cruises-achieves-record-breaking-season-in-brazil/127558

ロイヤル・カリビアン、ラテンアメリカへの新たな展開を発表

ロイヤル・カリビアンは、2023～2024年冬季にパナマとコロンビアからク
ルーズを再就航、ラテンアメリカ市場への進出を図っている。
ロイヤル・カリビアンのビジョン級客船「ラプソディ・オブ・ザ・シーズ」は1996

年に就航し、10年ぶりにラテンアメリカに展開、ラテンアメリカコミュニティ向
けの船内サービスとアメニティを提供する予定。
https://www.cruisehive.com/royal-caribbean-details-new-deployment-to-latin-america/115432

• アジア市場でクルーズの回復が遅れる中、新たなクルーズ市場として、南米やアラブ地域など
での新規の寄港地を模索する動きが活発になっている。



【参考】 新たな寄港地の開拓を進めるクルーズ船社（中東市場）
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アブダビが「世界最高のクルーズデスティネーション」に選定

ザイード港のターミナルが「世界最高のクルーズターミナル」に選定

2022-23シーズン中に70万人以上のクルーズ客を迎えた。これは、前
シーズンの177,639人からほぼ400パーセントの増加となる。また、船舶
の寄港数も増加し、前シーズンの130隻から184隻に増加した。特に
2023年第1四半期は、寄港隻数が前年比37％以上で、第1四半期の乗
客数だけで、2022年通年の訪問者収容総数を上回った。
https://economymiddleeast.com/news/abu-dhabi-best-cruise-destination/

カーニバル、ドバイにツインターミナルクルーズ港を開設

カーニバル・コーポレーションは、ドバイを拠点とするシャマル・ホール
ディングスと提携し、アラブ首長国連邦にドバイ・ハーバー・クルーズ・
ターミナルを公開した。
このターミナルは、2隻の大型クルーズ船を同時に扱うことができるツイ
ンターミナルクルーズ港で、120,000 平方メートルの施設には、乗客と乗
務員に乗船と下船の専用ターミナルビルが2つある。
https://www.ship-technology.com/news/carnival-twin-terminal-cruise-port/
（写真はドバイのクルーズターミナルHPより https://www.cruisedubai.com/）

• World Cruise Awardsで中東のアブダビが「世界最高のクルーズデスティネーション」に、同国の
ザイード港のクルーズターミナルが「世界最高のクルーズターミナル」に選定されるなど、中東
でもクルーズ観光が注目されている。



①．５ 日本へのクルーズの配船(1)（ディズニークルーズ）
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出典：時事ドットコムニュース https://www.jiji.com/sp/article?k=2024070900739&g=eco、 WEB CRUISE  https://www.cruise-mag.com/news/44244/

シップデータ：CRUISEVACATIONS,INC. https://www.cruisevacation.jp/ship/fr/dis-cruise/disney-wishes/

オリエンタルランド（OLC）は、ディズニーの世界観を楽しめるクルーズ船を、日本で2028年度に就航
させることを発表。TV、ネット、新聞等様々な媒体が取り上げられるなど、注目を集めた。
• 米国で運航中の「ディズニー・ウィッシュ」と同じ約14万トン級の船を新造予定。日本船籍のクルー
ズとしては最大規模。

• 乗客定員は約4,000人。約1,250室の客室は複数のグレードを用意し、対象旅客はファミリー層、イ
ンバウンド層。料金は一部を除き、食事やエンターテイメント代金などを含むオールインクルーシ
ブとし、標準タイプで１人あたり10～30万円を想定している。

• 当面は、首都圏の港を発着する周遊ルートを２～４泊程度で巡り、将来的には海外の港に寄港す
る航路も検討する。

• 「ディズニークルーズ」事業の総投資額は約3,300億円で、就航から数年後に年間の利用者数を
約40万人、売上高を約1,000億円を見込む。

【参考】ディズニー・ウィッシュ 米国では、1998年にクルーズ事業を開始、現在５隻を運航中。
このうち、もっとも船体が大きい「ディズニー・ウィッシュ」号の様
式をベースにした客船を、2025年度から建造する。

船名 ディズニー・ウィッシュ 就航 2022年7月

全幅 39ｍ 旅客定員 4,000名

喫水 8.3ｍ 総トン数 144,256トン

全長 341ｍ 乗組員数 1,555名

高さ 67ｍ 客室数 1,254室
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出典：商船三井ホームページおよび商船三井クルーズNIPPON MARUホームページより

• 商船三井クルーズが新たなクルーズブランド「MITSUI OCEAN CRUISES」（ミツイ・オーシャン・ク
ルーズ）より「MITSUI OCEAN FUJI」（ミツイ・オーシャン・フジ、32,477総トン、乗客定員458人）が
2024年12月に就航する。

• デビュークルーズは2024年12月1日から翌年1月8日にかけて、関東、中部、関西から別府、新宮、
高知、高松、鹿児島、韓国の釜山や済州島などに寄港する６つのクルーズを催行する。全てのク
ルーズが5～10日間程度の旅程となっており、 2024年12月29日から2025年1月8日の10泊11日の
ニューイヤークルーズは、横浜から出発し、済州島・釜山（韓国）、長崎、別府、広島などの寄港地
を巡ることになっている。

• また、2025年5月13日から7月17日の66日間の日程で、香港、ホーチミン、レムチャバン、シンガ
ポール、ダーウィンの５つの港でのオーバーナイトステイ（1泊停泊）を含む、 10の国と地域、24の
港を巡るロングクルーズとなる。

①．５ 日本へのクルーズの配船(2)（商船三井クルーズ）
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出典：一般財団法人みなと総合研究財団クルーズニュース https://www.wave.or.jp/cruise/cruisenews_2024/20240701_1.html

写真はジャパネットタカタHP https://www.japanet.co.jp/shopping/cruising/msc2024autumn.html

• スイート以上は、早い段階で５本全て「キャ
ンセル待ち」となっていた。

• いずれも東京港発着で、函館、秋田、金沢、
済州島（韓国）、鹿児島の順に寄港する９
泊10日のクルーズ。

• 同社は今季、「ベリッシマ」をチャーターした
日本一周を５月に３本（いずれも横浜港発
着10日間）、９月から11月に５本（東京港発
着10日間）、さらに10月に沖縄や台湾に寄
港するクルーズを１本（東京港発着10日
間）設定している。

ジャパネットツーリズムが、スイス船社ＭＳＣクルーズの「ＭＳＣベリッシマ」(171,598総トン、乗客定員
4,434人)をチャーターして企画・造成した９－11月出航の「秋の日本一周」５本のうち、３本が全キャビ
ンで「キャンセル待ち」となっている。

①．５ 日本へのクルーズの配船(3)（ジャパネット：MSCクルーズ）

https://www.wave.or.jp/cruise/cruisenews_2024/20240701_1.html
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出典：一般社団法人みなと総合研究財団クルーズニューズ https://www.wave.or.jp/cruise/cruisenews_2024/20240627_1.html

THE RITZ-CARLTON YATCHT COLLECTION LUXURY ASIA PACIFIC CRUISES https://www.ritzcarltonyachtcollection.com/luxury-asia-cruises

新クルーズブランド「ザ・リッツ・カールトン・ヨットコレクション」は、2025年12月から2026年に新造船
「ルミナーラ」（46,750トン、乗客定員452人）を、小型船を使った高級志向のクルーズとして、日本を含
むアジア太平洋各地に配船する。
• 東京発着は２航海、日本寄港クルーズは2026年に５航海を予定。
• 日本寄港クルーズの寄港地は、博多、函館、広島、鹿児島、釧路、長崎、大阪（神戸）、東京。

＜ルミナーラ＞
総トン数：46,750トン
乗客定員：452人
乗組員：374人
就航予定：2025年7月

米リッツ・カールトンは、2022年10月半ばから
2万トン級の新造船「エブリマ」で営業航海を開始。
今夏２隻目の新造船「イルマ」（46,750トン、乗客定員
448人）のデビューを予定。

①．５ 日本へのクルーズの配船(4)（ザ・リッツ・カールトン・ヨットコレクション）

https://www.wave.or.jp/cruise/cruisenews_2024/20240627_1.html
https://www.ritzcarltonyachtcollection.com/luxury-asia-cruises
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②．船舶の大型化
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②．１ クルーズ船の大型化の長期的なトレンド
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• 世界最大級のクルーズ船は、ロイヤル・カリビアン・クルーズ社の「オアシスクラス（22万トン級）」 
の船舶であったが、2023年11月に「アイコンクラス（25万トン級）」の船舶が登場した。

建造中

2022年
ワンダー・オブ・ザ・シーズ

23.7万GT

2009年
オアシス・オブ・ザ・シーズ

22.5万GT

2006年

フリーダム・オ
ブ・ザ・シーズ

15.6万GT

1999年
ボイジャー・

オブ・ザ・シーズ
13.7万GT

2023年
アイコン・オブ・ザ・シーズ

25万GT

出典：IHS Maritime Portal Sea-Web Ship List、船社HP をもとに作成



②．１ クルーズ船の大型化の長期的なトレンド
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• 2024年８月末時点における20万トン以上のクルーズ船の建造予定表（オーダー・ブック）には、
2036年にかけて15隻の新造船が計画されている。

• 15隻中２隻が、世界最大級の25万トン級の船舶である。

出典：Cruise Industry News “Cruise Ship Orderbook”  (2024年8月29日版）

竣工年 船社 船名
総トン数

(GT)
乗客定員
（人）

エリア

2024年 ロイヤル・カリビアン・インターナショナル ユートピア・オブ・ザ・シーズ 231,000 5,714 カリブ海

2025年

MSCクルーズ MSCワールドアメリカ 205,700 5,400 カリブ海

ロイヤル・カリビアン・インターナショナル スター・オブ・ザ・シーズ 250,800 5,610 カリブ海

ディズニー・クルーズライン ディズニー・アドベンチャー 208,000 6,000 アジア

2026年
ロイヤル・カリビアン・インターナショナル 名称未定 250,800 5,610 未公表

MSCクルーズ MSCワールドアジア 205,700 5,400 アジア

2027年 MSCクルーズ 名称未定 205,700 5,400 未公表

2028年 ロイヤル・カリビアン・インターナショナル 名称未定 231,000 5,714 未公表

2029年 カーニバル 名称未定 230,000 6,200 未公表

2030年 ノルウェージャン 名称未定 200,000 5,000 未公表

2031年 カーニバル 名称未定 230,000 6,200 未公表

2032年 ノルウェージャン 名称未定 200,000 5,000 未公表

2033年 カーニバル 名称未定 230,000 6,200 未公表

2034年 ノルウェージャン 名称未定 200,000 5,000 未公表

2036年 ノルウェージャン 名称未定 200,000 5,000 未公表



②．２ クルーズ船の大型化の進展 （4つの指標での分析 その①）
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• 総トン数と乗客定員における隻数の分布では、5,000トン未満、乗客定員500名未満の中・小型
船型の船が増加傾向。10万トン以上、乗客定員3,000名以上の大型船が増加傾向である。

• 2024年時点の最大は、ロイヤルカリビアンクルーズのアイコン・オブ・ザ・シーズ（総トン数：
250,800トン/乗客定員：全室2名利用の場合5,610人、最大7,600人/乗組員数：2,350人) である。

［総トン数 GT］ ［乗客定員］

➢ 最大値の推移
2004年  2014年  2024年
14.9万トン ➡ 22.7万トン ➡ 24.9万トン

➢ 乗客定員合計の推移
2004年  2014年  2024年
39.0万人➡ 58.3万人 ➡  85.6万人

出典：IHS Maritime Portal Sea-Web Ship List、船社HP をもとに作成



②．２ クルーズ船の大型化の進展 （4つの指標での分析 その②）
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• 船舶の全長は、2004年と2014年は９割以上が全長300m未満であったが、2024年は全長300m
超える船舶の割合が増加傾向。2024年の最大はアイコン・オブ・ザ・シーズ（365m）である。

• 喫水が最大の船舶はキュナードラインのクィーン・メリー２（15万トン、全長345m、喫水10.3m）。
次いで、ポナンのル・コマンダン・シャルコー （３万トン、全長150m、喫水10.2ｍ）である。

出典：IHS Maritime Portal Sea-Web Ship List 、船社HPをもとに作成

［船舶の全長］

➢ 最大値の推移
2004年  2014年  2024年
  345m ➡  360m ➡    365m

［船舶の喫水］

➢ 最大値の推移
2004年   2014年  2024年
10.3m  ➡   10.3m ➡   10.3m



【参考】 クルーズ船の大型化と必要岸壁水深
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• 22.5万トン級のクルーズ船 （全長 360ｍ、船幅 64ｍ、満載喫水9.1ｍ）の場合、延長430ｍ程度、
水深11ｍ程度が必要である。

出典：国土交通省HP資料 （https://www.mlit.go.jp/common/001083305.pdf）、公益社団法人 日本港湾協会「港湾の施設の技術上の基準・同解説」
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③．オーバーツーリズムの発生
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③．１ オーバーツーリズムの発生によるクルーズへの規制強化

23
出典：一般社団法人みなと総合研究財団クルーズ ニューズ https://www.wave.or.jp/cruise/cruisenews_2024/20240627_1.html

WEB CRUISE https://www.cruise-mag.com/news/43810/#google_vignette

• クルーズ船の寄港拡大、上陸者数の増加、船型の大型化等が進む中、欧米各地ではオーバー
ツーリズムの発生によって、市民の生活等が影響を受けているために、クルーズへの規制を強
化する動きもある。

イタリア 2021年8月1日からベネチアへの大型クルーズ船入港を禁止。
重量2万5000トン以上、長さ180ｍ以上などの条件に該当する船が規制を受ける。

アラスカ 2024年からジュノーでのクルーズ船の寄港が１日５隻までに制限。

スペイン 2023年10月からバルセロナ港の市街地に近い特定桟橋へのクルーズ船停泊を制限。
2035年をめどに同市内からクルーズターミナルを撤去する方針。

ノルウェー 2025年より、スヴァールバルについて、脆弱な北極圏の環境保護を強化し、次の世代に残す

ことを目的とした環境保護規制を施行。諸島の国立公園や自然保護区を訪れることができる
乗客数を200名までに制限。またひとつの場所に一度に上陸できる乗客の数も39人以下とし
ており、大型のクルーズ船（乗客200人以上）が制限を受ける。

オランダ アムステルダム市は、2026年よりアムステルダム港へのクルーズ船の寄港回数を年間100
回に制限。最終的には2035年をめどにクルーズターミナルを同市内から撤去する方針。
2027年1月1日からは陸上電力の使用が義務付けられる。

観光客流入と環境汚染を抑制する世界の動き

https://www.wave.or.jp/cruise/cruisenews_2024/20240627_1.html


③．２ クルーズターミナルから小型船への乗り換え事例①（香港・オーシャンターミナル）

24

• オーシャンターミナルからフェリーターミナルに移動し、スターフェリー（天星小輪）に乗り換えるこ
とで、香港島（中環・湾仔ターミナル）まで約20分でアクセスが可能である。

• 両ターミナルの間に、ショッピングモール、展望デッキ等が整備されている。

出典）スターフェリーHPのルートマップより作成

【各ターミナル、フェリー乗り場の位置図】

経路 設備概要

クルーズターミナル
～フェリーターミナル

展望台、ショッピングモール
屋根付き通路

フェリーターミナル内
物販エリア、軽食コーナー、
ベンチ、トイレ、観光情報センターなど

フェリーターミナル～乗船 乗船用ランプウェイ

フェリー行先①：中環

フェリー行先②：湾仔

徒歩８分（約600m）
クルーズターミナル

「オーシャンターミナル」

フェリーターミナル
尖沙咀

所要時間
約10分

所要時間
約10分

屋外屋根付き通路

出典） 香港政府観光局HP

オーシャンターミナルデッキ（展望台）

出典） ハーバーシティ公式facebook

ハーバーシティ（ショッピングモール）

出典）Times Out

フェリーターミナル内物販コーナー

出典） Expedia

フェリー乗船通路

出典）香港特別行政區政府創意香港出典） 大公報ニュース

フェリーターミナル内軽食コーナー



③．２ クルーズターミナルから小型船への乗り換え事例②（バハマ・ナッソー）
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• バハマ・ナッソークルーズポートは2021年から2023年にかけての大規模な改修により、
オアシス（22万ｔ）クラスを含む６隻同時寄港が可能となった。

• 大規模改修に伴い、クルーズ旅客向けのマリーナや桟橋が新設され、下船後に直接観光船や
メガヨットなどの水上交通に乗船できるようになった。

• また従来よりパラダイス島行きのフェリー乗り場もクルーズ岸壁に近接している。

出典）Global Ports Holdings, Nassau Cruise Portホームページ

【ナッソークルーズポート全体】 【水上交通用マリーナ】
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４．SDGｓへの対応
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４．１ 陸上給電装置(SSE)の設置とLNG対応の現状と今後の見通し

27出典：CLIA （https://cruising.org/en/Sustainability-Data）

• 2023年に就航している世界のクルーズ船のうち45.5%が陸上給電装置(SSE)に対応している。今
後もＳＳＥの設置は進み、2028年までに71.1%に設置される見通しである。

• LNG燃料のクルーズ船の割合も増加しており、2023年現在で5.7%を占めている。今後も増加す
ることが予測され、2028年には9.2%を占める見通しである。



４．２ 世界の港湾における陸上給電装置の設置状況と計画

28出典：CLIA HP （2024年6月19日現在） （https://cruising.org/-/media/CLIA-Media/StratCom/Onshore-Power-Supply_Cruise-Map_19-June-2024）

• CLIAは、35港湾で陸上電力設備が稼働中、39港湾で整計画が整備中と発表。



【参考】 海外港湾における環境問題への取組①

29

１．陸上給電

• 港湾における環境問題への取組は、海外クルーズの寄港地選考の重要なツールとなっている。

停泊中の停泊中のクルーズ船からの温室効果ガスの排出・大気汚染を抑制する方法として、陸上
電力供給は有効な手段とされており、北米や欧州地域が先行している。

マイアミ港：
５つのクルーズバースで陸上電源の準備が完了、6/18供給開始。
https://www.wave.or.jp/cruise/cruisenews_2024/20240618_1.html

シアトル港：

今夏より３つのクルーズバースすべてで陸上電力が利用可能とな
り、2027年から陸電接続を義務付ける。
https://www.cruise-mag.com/news/42762/

バンクーバー港：

エコアクションプログラムを通じて陸上電力を使用する船会社に
対して港湾使用料を最大75%割引する。
https://www.portvancouver.com/environmental-protection-at-the-port-of-

vancouver/climate-action-at-the-port-of-vancouver/shore-power/

中国港湾：
中国当局は、2023年末までに国際航路就航のコンテナ船とク
ルーズ船に陸電供給を始め、2024年末までには陸電供給設備の
設置率100％を目指す。
https://www.wave.or.jp/cruise/cruisenews_2023/20230907_1.html

写真：マイアミ港
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【参考】 海外港湾における環境問題への取組②

３．その他持続可能性への取組

２．低排出燃料の使用

“State of the Cruise Industry Report“によると、バイオ、LNG、合成LNG、メタノールなどの低排
出燃料への変換機能を備えた推進技術開発が進んでおり、2028年までに売買される船の15％が
蓄電池や燃料電池を搭載し、ハイブリッド発電が可能としている。
https://cruising.org/-/media/clia-media/research/2024/2024-state-of-the-cruise-industry-report_updated-050824_web.ashx

バンクーバー港：

クルーズ向けに実施される主要な環境プログラムには、陸上電源のほか、エコプログラム（クジラの
重要な生息地域における減速または離脱）、エコアクションプログラム（代替燃料や低排出燃料の
使用、陸電接続などに対する港湾使用料割引）、太平洋岸北西部からアラスカまでのクリーン回廊
（クルーズ主導のゼロエミッショングリーン回廊）などがある。

https://www.seatrade-cruise.com/news/port-vancouver-prepares-record-breaking-2024-cruise-season

ドミニカ共和国：
カーニバル社が、アンバーコープクルーズセンターに太陽光発電所を開設、港のエネルギー需要の 

80%を供給する。
https://www.seatrade-cruise.com/news/port-vancouver-prepares-record-breaking-2024-cruise-season

その他、CLIA加盟の船社においては、高度排水処理システム（AWTS）、廃棄物の再利用と削減

（廃棄物再利用や余熱の利用など）、海洋生物保護のための速度抑制や水中振動等低減するシス
テム、節水（船内での水の生産）、排気ガス浄化システム（EGCS）などの技術革新を導入している。

https://cruising.org/-/media/clia-media/research/2024/2024-state-of-the-cruise-industry-report_updated-050824_web.ashx
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⑤．DXの推進
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⑤．１ クルーズターミナルへのデジタル技術の導入

32

• クルーズ船の大型化に伴い、一度に上陸する旅客数の増加に対応するため、クルーズターミナ
ルにおける荷物処理システム等のスマート化が求められている。

• システム導入にあたっては、空港のように業界で標準化をはかることが望ましいとされている。

ハンブルクのSeatrade
Cruise Europeにおいて
（2023年9月）

大型船で旅行する乗客数の増加と生体認証要件の増加がクルーズ港にとって課題となっており、ス
マートテクノロジーの使用はその解決の鍵となっている。
https://www.seatrade-cruise.com/ports-destinations/cruise-industry-figures-weigh-using-ai-ports-during-seatrade-europe

ＤＸに関するクルーズ市場の動き

レオナルド／
フィンカンティエリ・
インフラストラクチャー
（2024年4月）

防衛、安全保障、航空宇宙の分野で活動するレオ
ナルドと総合造船グループ企業のフィンカンティエ
リは、空港部門での成功と米国のデンバー空港で
の最近の荷物処理システムの導入に続き 、マイア
ミの新しいMSCクルーズターミナルに高度な手荷
物管理および仕分けシステムを導入する。
新しいシステムは、1 日あたり 3 隻のクルーズ船と
最大 36,000 人の旅行者の手荷物を同時に管理で
きるようになる。
https://cruiseindustrynews.com/cruise-

news/2024/04/leonardo-and-fincantieri-to-provide-baggage-

handling-for-new-msc-terminal/

https://www.seatrade-cruise.com/ports-destinations/cruise-industry-figures-weigh-using-ai-ports-during-seatrade-europe
https://cruiseindustrynews.com/cruise-news/2024/04/leonardo-and-fincantieri-to-provide-baggage-handling-for-new-msc-terminal/
https://cruiseindustrynews.com/cruise-news/2024/04/leonardo-and-fincantieri-to-provide-baggage-handling-for-new-msc-terminal/
https://cruiseindustrynews.com/cruise-news/2024/04/leonardo-and-fincantieri-to-provide-baggage-handling-for-new-msc-terminal/
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